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は  じ  め に

報告者は平成 8年 1月 17「1から 3月 31日までアメリカ合衆回マサチューセッツ州 ケンブ

リッジ市米11こぁるハーヴ ァー ド大学
来2の ライシャワー 11本学研究所

*3で
客点研究員

米4

の任にあった。そこでは同大学教養学部 (1】aぐヽuity of Aris and S(1lcncos)東アジア言語

文化学科 (East Asian iィanguages and Civlllzations[EAしC])日 本分野の講義 '演 習およ

び研究所 i能 の「1本研究会に出席 した。 さらに 2ナ,21日か ら291は ではカリフォルニア大

学サンタバーパ ラ校 (UCSB)を 訪問す ることで同州の教育の現状について調査することが

できた。

以下では米固における大学運営の特徴な どにも触れつつ、ハーヴアー ド大学およびカ リ

フォルニア大学におけるとl本文化研究の現状についてまとめてみたい。

ハーヴ ァー ド大学 とライ シャワー 日本学研 究所 につ いて

ハーヴァー ド大学は米国きっての私 士名門校 として角|られて いる。 『U.Sニ ュー ズアン

ドワール ドリポー ト』i占別冊の 『アメリカのベス トカ レッジ』 (1996/3)で も全国総合大

学のカテゴリーでランキングの第 1位 を ,告めている。同誌によれば学部課稗の合格子は14

%*5で 、新人生約 1600名の うち91%が 高校で 上位 10%以 内の成績 をおさめた実績 をもって

いる平6。 また合格者の大学辞退率は25%*7で 、同 ランキングで ともに第 2位 を分け合っ

ているプ リンス トン 大学 とイェール大学の辞退率約45%よ りもかな り低い。つまり、ハー

ヴァー ドに合格 したうえでイェールとプ リンス トンのいずれか または両方に合格 した場合

にはハーヴデー ドを選ぶ生徒がより多いとい うことになる。

1636年に設立 された古い大学であるためその機構 を簡略に説明するのは困難である。ご

くかいつまんで言えば、ハーブァー ド大学 とは、教養学部
*もと呼ばれ る つヽの学部課程 と、

その ■に位置づけ られている教養大学院 (Cradtiate School of Arts and Scicn(】cs)、 お

よび経常管理 ,美 術 歯ヽ科 ・神学 ・教育 行ヽ政 ,法 律 ・医学 ヽ公衆衛生の年専F号大学院の

総称である。高校を卒業 してす ぐに入学 した教差ヤ辛い生は約6400名、将来の学者をめざす

教議大学院生
来9は 約3300名、その他の各分野での専門家を志理 している専F写大学院生が約

7200名、合計約 17000名がハーヴァー ドの学生 →院生の総数 ということになる。
ハーヴァー ドの教養学部での 4年 間は 3つ の部分に分けられ る、 と1973年か ら84年まで

教養学部長を務めたロソフスキー教授は著洋
*10の
中で述べている。すなわち、 1年 生は

幅広さに重点をおいた必修教装科「1(コ ア ヽカ リキュラム )を
″
¥―び、 2年 生は選択 科目を

履修 して学生がそれぞれ興味をもつ分野 を白向に勉強す る。最後の 2年 で英語や心理学や

数学 といった特定の科日を専攻 して、その企てを終 えるとBA(文 字 t)な りBぷ(理学 ■ )

な りの学位をとることがで きる。

アメ リカではその後の進路 として大学院修 rが ごく一般的な こととなっている。ただ し、

卒業後す ぐに進学す る者は教養大学院 と医学大学!院をのぞいて まれで、たいていは数年の

実務を経てから入りなおすのである。大学院の中でも経営管理 ,法 律 ・医学 といった実務

に直結 した分野での研究 卜教育をおこなっている専ド号大学院はプロフェッショナル ・スク
ールと呼ばれている。文字 どお りさまざまな分野のプロフェッショナルを養成することを

目的に していて、修 了後実社会に復帰 してか らの収入増は日を見張るばか りである。
米11

と
十
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専門大学院はアメリカの大学教育のうちの大 きな部分を占めているのであるが、そのこと

について書 くことはこの報告が扱 うべ き範囲を超えている。

さて、報告者が所属 していた ライシャワー 日本学研究所は教授学部の付置機関で、大学

本部があるハーヴァー ド ヤヽー ドか ら少 し離れた ター リッジ トホールの 3階 フロアの 3占ト

度を使用 している。その建物には他にロシア研究所 ヽヨリア研究所 ヽフェアバ ンク束アジ

ア研究センターな どの機関と関係す る分野を専攻 している教員の研究生がある。 ll本学け「

究所は束アジア言語文化学科 ・棒史学科 社ヽ 会学科 ,経 済学科に所属 しているに1本分野専

攻の教員 17名によって運営されているが所属の専任教員は置いていない。 専任スタッフと

しては 事務局長と 2名 の所長秘書、および博士号を有している助手 (Coordinator)の 4名

と、研究所付属現代日本研究資料センターの 2名 のスタッフである。その職掌は教震学部

の学科で分散 しておこなわれているF]本分野の教育と研究を総 合的にサポー トをす ること

で、さらに特別研究員 (post―DoGtor・al「o1lows来12)ゃ 日本か らの客員研究員 (Visiti■

g ScholaFS)を受け入れ る窓 日ともなっている。

ハーヴァー ド大学および ライシャワー日本学研究所の概要は以 11の通 りである。それで

は次に同大学で開かれているil木関係の講義 ‐演習について話 を進めたい。

2  ′ 一ヽ ヴ ァー ド大学 におけ る [|な学

教養学部および教養大学院で開講されている日本語学 ・liホ史学 ‐日本文字の講表 ‐演

習の多 くは東アジア言語文化学科の設置科 Flである。本年度 そ`3の 講義要項 (Courscs of｀

inst ruction)からそれ らの科 日を紹介 してみよう。

まず 日本語学であるが、 14コマ開講 されている。たとえばオダ非常助講glll担当の f初級

iJ本語への招待」 (秋学期 )は 朝 9時 か ら10時まで毎「l聞講 している。話学教育は集中的

におこなったほ うが効果があげ られるためである。内容は、現代 11本語 をは じめて学ぶ人

のために、剛 き取 り ,話 し方 ‐読み 方 書ヽ き方 (ir仮名 ・片仮名 ‐150の漠字 )を 習得する。

やや学習が進んだ段階ではナカム ラ非常勤講師の 「社会科学文献講読」 (通 f子)が 用意 さ

れていて、遇に 3回 現代 日本の経済学者 キ [会学者 政ヽ治学者の文章を速読する。 さらに

古典文字を専攻する学生のために、 クランス トン教授の 「古典 日本語 」 (秋十期 )や 「漠

文」 (春 学期 )な ども開講されている。

日な史学は 2コ マ開議 されている。少ないと感ぜ られるかも しれないが、別に歴史学科

があるので、 一部の日本史の演習がそちらで開講 されているためである。 まずボライゾ教

授担 者の演習 「将軍の時代160〔)～1868」 (春学期 )は 週 1ル12時 間である。内容は 16世紀

末から19世紀 半ばにいたる政治機構 ・■地怖け度 農ヽ業 ・商業 i人 t]問題や知的 ・文化的発

展についての文献を講読 し、さらに討議 をお こな う。 またハーデカー教授の講義 「田な宗

教史」 (通 年 )は 辺 2回 設定 されている。その うち教授の請義は 1回 で、 もう l lBlは大学

院生か ら選抜 された数景助手 (1 A` )に よる検ふi会 (デ ィスカ ッション トクラス)が 行われ

る。講義のほ うは Li本の大学のものと同 じ方式であるが、教員助手による学生へのサポー

トは米国の研究大学 (Rcsearch Univcrsities来14)独 自のシステユ、と思われるので後て説

明 したい。

日本文学は 9コ マ開かれている。サカキ助数授の 「現代 |1水小説 」 (秋学期 )は 週 3回

日本語で講ぜ られ る1受業である。叙述の技法や レトリックや翻訳 にの問題点について注意

しつつ現代小説の精読をおこな う。 クランス トン教授の 「tJ本文字史 」 (秋辛期 )は 週 2

回の授業で、内洋か らの影響を受ける以前の伝統的 卜1本文字の歴史 を概観する。またサカ

キ助教授の春学期の講義 「現代 [1本文字 」 (春学期 )は 週 2回 の講義で、子に統的な小説家

の作品を読むことで、古典文学から引き継 いでいる現代 日本文学のテーマと形式について

学ぶ。サス講師の 「エロティシズムと,[1戸文学 」は春学期に週 2伸1開講 される。内容は、

17世紀 か ら19世紀 半ばまでの文字や評論 を数多く読むことで、そうしたテキス トに秘めら

れた皮肉 ・狂気 ・エロテ ィンズと、さらには上流の文化 と ド層の文化の出会いにおける話F母

題 をよ りだす。 さらに韻文における滑稽 ・粋 岡ヽ性愛そ して性差や興界について討論をお

こな う。 また浮 世草紙 ・俳諸 ,狂 歌 能ヽ談 ・戯作 浄 昭璃 ,歌 舞伎そ して回学派な どにつ



いて取 り 11げるものである。

ここまでの学部 大ヽ学院の共通講義であるが、 これからの 5コ マは大学院生向けである。

まず奉学期に開講 されるサカキ助教授の 「現代 仁l本文学におけ る語 りの戦略」は、週 1田

語 りの構造の特徴に注意 しなが ら小説の語 りについて論 じる講義である。 とりかけ、語 り

手―語 ること一語 りの性差や力関係、すレー ションの役割そ してメタフ ィクションのパ ラ

ドックスについて考 える。 クランス トン教授の 「日本韻文史 」 (秋学期 )は 15世紀 に起源

をもつ和歌文学の伝統についての週 lL■lの話義である。サカキ助教授の 「中世日本散文講

読」 (秋 学期 )は 『問わず語 り』から選択 した文章を分析 して、さらに日本語による研究

論文を読む。そ してテキス トの相 旺関係性 と作者のあ り方、 フィクシ ョンとしての 声4己表

現性、男性の観,モ倒錯性による女性の破滅、平安文字からの伝統、そ して初期のテキス ト

に対す る現代の書 き換 えな どについて学ぶ。 クランス トン教授の 「奈良平安朝廷文学 」

(春学期 )は 『枕草 r』 の講読である。サ ス講師の 「「1本 のモダニズム と前衛 文学 」 (秋

学期 )は 日本のモダニズムと前衛文字運動のテキス トを選択 して読む。 とりわけ 1920年代

か ら4()年代のf手歌 と告由小説に焦点 をあてる。 IJ本文字 とヨーロッパ文学 とのあいだの相
Tr関係 について分析 し、美学 と政治 詩ヽ歌 ‐打学 との関係についての問題点 を探 る。 さら

に文学 と映像芸術 との関係を考 える。 さらに戦後実験運動 (演 虜1・ダンス ‐映画 ‐映像芸

術 〉へ引き継がれたこうした前衛芸術の伝統について考える。

こうしたものが東アジア言語文化学科で本年度開講されている|]本文字の講義 と演習で

あるが、そのほかに各教員は 「読解 ‐研究法 Jと 呼ばれ る大学院生向けの演習を開いて研

究者になるための指導をおこなっている。

さらに東アジア言語文化学科は、他の学科のいくつかの科 日を同学科設置のもの とFrFl等

にあつかっている。 日本関係 としては、た とえば獲史系教養科 日 「東アジア文明の伝統 と

変容 :日 本 」、美術学科の 「日本美術入 F町」、暦史学科の 「|1本史濃 習 」、 言語学科の

「[1本語の構造 」、宗教学科の 「東アジア材、数史 J ‐ 「仏教者の自然観 」な どである。

ここまでが東アジア言語文化学科 r]水分野で開講または認定 されている日本関係のi受業

であるが、次に他学科の 日本関係科 目を紹介 したい。外国 文化 す歴史系教養科 日である

「東アジア近代化論 」はエズラ ・ヴォーゲル教授がfil肖しているが、内容の大部分は 11末

の近代化についてであった。 この講義には報告者も出席 したのであとで触れたい。 また、

ゴー ドン教授の講義 「国示近代史」 (秋学期 )と 演習 「H本 現代史の話問題」 (春学期 )

は歴史学科の設置科 日である。 「とl本近代史 」ほ「i本近代史の主要な問題点の多様な解釈

に焦点 をあてる。すなわち、後期徳川時代の社会経済的また知的危機 明ヽ治維新 とその後

の状況 産ヽ業革命 ,帝 田 !革二義 ・帝田主義時代の社会運動 と政治 第 二次世界大戦と戦後の

占領政策 戦ヽ後経済 と文化 ‐についてである。 また 「日本現代史の諸問題」は、1920年代

か ら60年代 までの、 日本の問期の社会経済史 思ヽ想史 ,政 治史上の問題点 をとりあげる。

戦前 ヽ戦中 ‐戦後に日本人が どのような体験 をしたのかについて日本の文献 (英訳 )を 読

み現代の日本人が受けた衝撃について理解す る。 この演習にも出席 したので、あとで報告

したい。

経済学科や政治学科にも14本関係の授業がある。経済学科の 「Fi本経済 」はウエ インシ

ュタイン教授の担 当である。内容は、 19世紀 か ら第 2次 大戦後にいたるとJ本 の経済組織 ‐

機構 '現 象 をあつかい、 H本 企業 '金 融機関 ‐労働者 ・家族 と同様に日本の経済政策策定

の特徴 を強調する、さらに日本の貿易政策 と国際経済関係について討議をおこなう、 とあ

る。また政治学科の 「避渡期の日本の経済政策」はスティープン ・ブオーゲル助教授の担

当であるが、そこでは日本の経済政策 を変化 させ る外圧 と変化の可能性について検証する。

すなわち、政治的大変動 ヽ景気の後退 'マ ー ケットの国際化 といったことが らが日本モデ

ルをいかほど変容 させたかについて、最近の改革の実際例 を用 いつつ政党政治 ・統制政策

そ して協調主義における変化のきざしを探 ることでその答を見つけようとするものである。

ここまでが教養学部設置の日本関係の講義 ‐演習の内容である。講義要項 を見るかぎり

大学でおこなわれている授業に大きな差はないと思われ るかも しれない。 しか し実際に見

聞 して分かったのだが、授業の 「方法 」には非常な違いがあるのである。以下の 3で は報

告者が積極的に出席 したエ ズラ ,ヴ ォーゲれ教授の講義 「東アジア近代化論」とゴー ドン

教授の演習 「日本現代史の諸問題 Jを 実例 と して言え明 したい。
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ハーヴ ァー ド大 学 におけ る授業の実際

木節 では教 養学 部にお け る講義  演 習の進 め 方をr理解 していただ くためにヴ ォー ゲル教

授 とゴー ドン教授 の授 業 をと りあげ るが 、その前にハーヴ ァー ドの教員 の構成 とその職務

につ いて解説 した い。

教員 の職階 には話学非常勤講師 (Pre t cヽ p t ( F r )講 師 (12 c c t u r c r )・助 教授 (Ass i s t a n t

p r o f c s s ( ) r )・准教授 (Ass o ( , i a t C  l ) r o f o s s o r )教 授 (1) r O f c s s o r )がある。語学 非常勤

講師 は語学教 育の指導貞 とい う位置づけで、授業 を ドリル式で お こな うため この特 別な 名

称 とな っている。講師は 文字 どお り講義 をす ることを認 め られ て いる教 員であ るが 、 lfキ

ご との契約 とな っていて 日本の非常勤講師 に近 い。助教授 は [1本で は 卓任講師に相 Flする

職 であ る。ただ し終 身在職権 (テ ニ ュア )は 与文 ら放フていな いため、 5年 の任期の うちに

他大学 のポス トを捜 さなければ な らな い。ハ ー ヴ ァー ドでは助教授 や准教授が教授 にその

まま昇 進す るこ とはほ とん どな いか らで ある。数婚 のみが 永久在職権 を行 と′た ri卜i真 lil銘

の Jフ ァカルテ ィで、 <死 ぬ まで >*15そ の 職に留 まることを言11され て いる。 しか しハー

ヴ ァー ドで終 身在職権 を得 ることは交難 の技 であ る。 今 世界の 同
A分野 の 専門家がすべて

ライヴ ァルで あ ると考えなければな らな いか らで あ る。

教員の 人事 をお こな うのは各学科 内で その 都度組織 され る人事委 員会で、学 部長が それ

を通認 す ることに よって た動す る。 その学部 長は |1本の よ うに教授会の る:選で決定 され る

わけで はな く、総 長の推 廃の もと理 事会に よ っ
・
〔1と命 され るよ うにな って いる。 また、准

教授 まで は一定の体給表 によってサ ラ リーが 支lr4われ ているの であ るが、教授 は佃冴1的な

契約 を大学 と結 んで いるため、雇用条件 は まちまた)であ る。 こ う した教授 た ちの給 料の額

を決定す るの も学部長で あ る。 つ ま ケ▼:部長 の権限 は 日本 と比 較 して非常 に強 いものにな

ってい るので あ る。

さらに 正教授 に も 2つ の種類が ある。す なわ ち 人学 の
一
般 買オ源 か らサ ラ リー を得 ている

教 i受た ち と、企 業や財 LHか らの寄付 に よって 生7品の糧 を得 てい る寄付討処教授 (Nam ( dヽ

P r ( ) f c s s〔)r)と 呼 ばれ る人 た ちであ る。寄付 講座教 f受は比較的 年齢の 高い教授か ら選ばれ る

名誉的 な職 で あるが、財源が潤沢 であるため、 こち らのほ うが詰 々の条件 はよい。 これか

ら紹介 す るヴ ォー グル教授 の職 のイlt式な 名称 は 「ヘ ン リー  フ ォー ド2世 記念社 会科学教

授 」で ある。 自動車産業 の財 IJが社会科学 の発駐のために多額 の寄付 をハー ヴ ァー ドに寄

せたた めに設け られ た教授職 とい うことにな る。 では そのヴ ォー ゲル先化にご登場 ねがお

う。

ウ ォー ゲル教 i受のf歯義 下束アジア近 代化 論 !

今年 65歳にな るヴ ォー グル教授 は、 1979年のキキ 『ジ ャパ ン ・アズ ナ ンバー 1』 で [|

本で も
一躍知 られ るようにな った、ハー ヴ ァー ドを代 表す る社 会学者である。研究対象地

域は 日本 を中心 とす る東ア ジア詰田で、 卜1木 の蚊財界に も知己が 多い。 ここ 3年 ほ どrよワ

シン トンDCの アメ リカ中央情報部 (CIA ,に 東アジアすいち分析付 と tンて出向 していたため、

大学で の講義 は久 しか りである。担 当科 日は外田文化系教 産科 Llの 「束 アジア近代 化論 J

で、春学期の月 ‐水曜 四朝 9時 か ら10時まで講義がお こなわれ 、万1に週 1阿 教員助 手 ('「A)

に よる検 fiヽ会が あ る。

講義 要項 には次の よ うに ある。 《11業化 を もた ら した 日本 韓 rヨ`台 湾 や呑港  シ ンガ

ポールにおけ る近代化の過程 を検証す る。 この変化 を促進 した 文化的 ,政 治的  経 済的要

lAlにつ いて考察す る》。 さ らに注 意 と して来 年度は開 f商されな いこと、タトt」文化系  歴 史

系のいずれ の教装科 日と して も受講 出r能で あ るが、 Fltl方の 単位 とはな らな いことが 記 され

ている。学 41た ちは こう した情報 を手がか りと して開講 日の 1月 31日 の朝、指定 された 人

数室 に 向か うので ある。講義初 日の様 子はお おむね こんな史合で あった。

8時 50分、 200人は入るか と思 われ る大教 室 はす でに満杯 にな ろ うと している。 人 り「Fに

は教員助 子とおぼ しき20代後 半の大学院生た ちが講 義 予定表 (シ ラバ ス )を 配 布 して いる。

受け取 ってみ る と全部で 8貫 もある詳細な ものだ。 や っと空席 を見つけて希府 し、シ ラバ

スに は1を お とす。 そ こには こ うあった。
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東ア ジアエ 業社会の勃興

(ド1本 と 4つ の小 さな 竜 )

エ ズ ラ ・F,ヴ ォー ゲル教授 、ハーヴ ァー ド大学 、 1996年春

月曜 日と水曜 日の午前 9時 か ら、ウ ィリア″、・ジェーブ、ズ ‐ホール 1番 教を にて

講義の進行 予定

1月 3 1  F l  現代のア ジアヘの旅

2月 5日  産 業革 命 :兄 方の変化 と意義 づけ

本来の 日本 モデル (186 8 - 1 9 3 1 )

2月 7日  外 国 の脅威 か らナ シ ョナ リズムヘ (17, 3 - 1 8 6 8 )

2月 12日 殖 産 興業政策 (186 8 - 1 9 3 1 )

2月 14日 工 業化 に向け ての国家 ・教 育 ,社 会

2月 19日 休 講 :大 統領 記念 日

2月 21日  日 本の成功 に関す る 4つ の見方 (186 8 - 1 9 9 1 )

伝 統 経ヽ 済的 合理性 は遅れて 来た工 業国家 ・歴史的 脈結

植民地支配 に よる日本 モデルの拡 散 (189 5 - 1 9 4 5 )

2月 26日  な ぜ 日本 は植民地 支配 に向か った のか ?

2月 28日  日 本 支配下の台湾 (189う-19 4 5 )

3月 4日  日 本 支配 ドの 韓国 (190う-19 4 5 )

3月 6に1 植 民地主義 に よる日本の変容 (189 5 - 1 9 4 5 )

修正 された (戦 後の )日 本モデル (194 5 -〉

3月 11日 産 業構造 と政策 の変化 :復 興期 (194 5 - 1 9 5 5 )‐ 高 度 成長 (195 5 - 1 9 7 3 )ヽ 安定

成 長 (197 3 - 1 9 7 9 )ヽ 世界の超大 国 (197 9 - 9 0 ) ,空 洞 化 (199 0 - )

3月 13日 日 本 の会社組織 :財 問解体 (197 4 7 ) ,再 生 と成長 (195 2 - ) ,「 1証構造 への傾斜

(1960年代中ごろ)・ ネットワー クの拡大と/r・世界化 (1960年代末 )
3月 18日 民 i化 された功績主義的政府 :連 合田による占領 ・政治の発展 ‐在と会基盤の変

化 ,官僚制

3月 20日 大 衆化 した教育 :教 育の拡大 (1945-)・ 研究の進展 (1970-)ヽ 回際化 (1985
- )

3月 25‐27日 休 講 :春 休み

4月 1日  支 配階層の没落 と新中産階層の台頭 :

巨大な組合 ・消費の拡大 ・富裕化

4月 3日  近 代化にあた っての コス ト :過 度の追従 ・大衆の高裕化の遅れ ,公 官

- 5 -



そうこうするうち 9時 になって、黒 いチェスター ,コ ー ト姿の大柄な教授がl13れる。 毛

皮の幅子を脱 ぐと禿げ頭の周 りに白くなった髪がもやもやとILえている。す こしジーン '

ハ ックマンに似た感 じである。

講義の全体プランとしては、 1868年以降現 れ,までの時代を19!45年で区 切って前後を日本
の工業化の 2つ のモデル として説明 してゆ き、東アテンデアのいわゆる四小竜はそれ らのモデ

ルを忠実になぞったために成功 とノた、という結論にいたるらとンい。つづいて占席教員助手

である大学院生のサワダさんの紹介である。大阪化まれの日本人で、幼 いときに渡米、カ

リフォ リエア大学サンデ ィエ ゴ校 を卒業 した28歳の青年である。ヴォーゲル教授を したっ

て大学院からハーヴァー ドに来たのだ という。シラバスをプ リン トした り、学41連絡のた

めの板書を書いた り、スライ ドを用意 した り、講義とは別に週 1回 おこなわれる検討会を

主催 した りするのもサワダさんを中心 とした 5人 の教員助 手の仕 事である。

先にもすこし触れたが、教員助手がおこな う検討会 というのは、各講義の受講者 を30人

ほ どのグループに分けて疑問点について議論する授業のことである。教授が 工学す る演習

と非常勤講師が 上に担 資す る語学の授業以外にはおおむね設定 されている。それぞれの検

討会を リー ドする教員助手は、すでに単位はltX得したが博士学位は授与されてはいない博
士候補生から抜解 される。 1つ の講義の検討会を教員助手 として主学す るとサ ラリーは30

00ドルになる。 本人の大学院生は 3つ の授業 まで教員助手にな ることができるので、学期

中の収人は 4ヶ ナ子半で9000ドルとなる。 博 十候補仕は学費を支払 う必要がないためそれ ら

はすべて生活費 と研究費にあてられることになるが、それは独身であるな らば どうにか生

活はで きる給与水準である。大学院での単位 を取得 とンおえた候補者たちはこのように教員

助手を しながら博士論文を執筆す るのである。ハーヴァー ドな どの研究大学では若 子の数

員助手たちが学部41の勉強のかんどうをみることが多い。
*15

さて、 シラバスの説明は順調に進んでゆ き、続いて必読文:献についてr卜意がある。必読

文献 とは毎週の講義 と検討会に出席す るにあたってあらか じめ読んでおかなけばな らない

書籍や論文のことである。 それ らは準行本についてはハーヴァー ド4止脇で人 手できるし、

本に収められていない単発の論文については教養科 四事務局に用意 されていてコピーをと

ることができる。ヴォーゲル教授のシラパスによれば毎週 3本 の論文を読む必要があるら

しい。講義については出席などはとらないか らさぼることも可能なのだが、検討会では必

読文献 を読んで きたかどうかを教員助 子か ら試され るので逃げようがない。

さらにシラバスの質をめ くると 「成績判定 」という項 題が 11に入る。 そこには次のよう

にあった。

成 績 半け定

毎週 1頁 の レポー ト 20%

10貢α)レうポーート      20ワイ

検討会で提出

4月 1■12,Jの検言す会で提出

1頁 の要約を 3月 14・15日の検討会で提出

必読文献は検討会で先金に理解されることを要す

試験準備週間に試験範E■lを配布す る

検討会への参加

期末試験

2 0シす

40%

学部生はこうした講義 を毎週 8コ マ程度選択 1ンなければな らない。 に1本の大学生ならば
「どの講義が楽勝か 」な どという1青報 をもとに出席するクラスを決めるのであろうが、ハ
ーヴァー ド大学の授業に業なものはないのである。 また、大学院進学にあたっては学部で

の内申も評価され るから、高名な学者の、つ まりは人気があってAを取 るのがlAl難な講義で

よい成績 を挙げることは将来の進路に直結 している。 というわけでハーヴァー ドの学生は

いつで もどこで もそれぞれの授業の必読文献 を読んでいて、遊ぶ暇などはない。 「やれや

れ、アメ リカの大学生はたいへんだわい 」とつぶやきつつ、報告者はヴォーゲル教授の初

回の講義を後に したのであった。

講義は厳密にシラバスに沿 って進行 してゆ く。毎ltrl始まる前にアウ トラインと呼ばねる

ユ枚のプ リン トが配布される。試みに 3ナi4田 任配 られたもの を採録 してみよう。

一 rl―
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講義のアウ トライン (199 6年 3月 4日 )

講義 の タイ トル :日 本支配 下の韓国の発展 (190 5 - 1 9 4 5 )

1、 朝 鮮 (李 )1丘tjl(13切 -1910)

a .弱体 な国家 /強 力な上着貴族で あるlAs班層

b。発展 の指導 力はほ とん どな いかあるいは全 くなか った (政 府 に も民間 に も )

G.外国 の脅威への対応が ゆ っ く りで、改 革が遅す ぎた (189 4 )

日本 による強制的 開国 (187 5 )

大院 君 による伝続 回帰 (186 4 - 1 8 7 3 )

2、 日本の植民地政策

a.保護 国化 1905 - 1 9 1 0、植民地 1910 - 1 9 4 5

b .武断 統治 (190う-19 1 9 )、 191 9年の 3卜 1独 立運動

1919年以後の米の備蓄 の増加

強制 的移民

()制限 された諸権利、 「啓蒙 /文化政策 」 (191 9 - 1 9 3 1〉

d.満州 事変 (193 1 )そ して中国侵略 (199 7 )

戦 争 の基盤化、米 と労働力が 日本 に流 入

3、 工業 生産 カ

1921  3 ( )億 円  (総 生産 額の 15%〉

194 3  2 0 0億 円  (総 生 産額の 40%)

a食 品 加 工、繊維業

b.鴨緑 江水力発電所、朝鮮雀素肥料 会社

4、 遺 産 :ri業 化 を準備 す る人的資源 (工 場 に勤務す るホワイ トカ ラー 、エ ンジエア、職

業軍人 )・ 目本の近代的 方式 に関す る知識 ・反 こ]愁情 と強 いナ シ ョナ リズム

用誌解 説

面班   李 王朝 と彼 らの 3親 等 の親戚の うちで試験 に合格 Lンた行政 ・軍 事官僚層

非 公式 に彼 らの没落 を翌んでいた庶民 によって使われ た用語

李舜座  朝 鮮水軍指令官 、亀 甲船 を率 いて 2回 の秀 吉の海年に よる侵攻 を撃達 した (16世

紀末 )

大院君  田 I李 熙 の摂政 (186 4 - 1 8 7 3 )

李熙 王  185 2年 ■ 、 1864年即 位、1873 - 1 9 0 7在位

デー タ

在韓 日本人       在 日韓田人       米 総 4tた  輸 出 量

1897   20,000         1915     4,000         1912   11.6      0,5

1910  170,000         1930   300,000         1918   13,7      2,3

1940 1,200,000         1924   15.2      4.6

1944 1,900,000         1933   16 2      8,7

1945  900,000+        1945 2,400,000       (100友 戸才丁単イt、 「6=180リ  ッ トメレ)

堵塩イ奏    ほ |ゴ0                700,('00

1937年段階の現地人行政官

宗上国   人 11    1靖 地人付僚

ベ トナム   フ ランス  1700万 人   2、 920

韓国     日 本     2100万 人  246、 000

- r



このように講義でポイン トとなる点はあらか じめ整難 してあるので理解す るのが容易に

なっている。 1回 60分の授業でこれだけの内容を話すのだか ら、アウ トラインに余計な部

分があれば時間通 りに進め ることは困難とな る。その点でもヴォーゲブレ教授は、手慣れて

いるというか何 というか、ほ とんど定時に予定の話 を終 えるのが常であった。

ところで、毎日の講表で配布されたアウ トラインの うちで 3用 4 Fl分を選んだのには、

それがヴォーゲル教授のアウ トラインの水準 を示すのに適 当な例であるということとは別

の理由がある。 このときの講義は、アウ トラインか らも想像で きるように、植民地 下の様

国におけるに1本の役割を肯定的に捉 えた ものであった。受講者 には 'ヽSジャパ ンプログラム

という制度で日本か ら派遣 されているビジネ スマンやアジアか らの留学生も多数合 まれて

いたのであるが、この講義に反発 した韓国人留学41から、 「日本が韓国に与えた許痛を |ヽ

分に伝えていないのではないか 」という質問が出されたのである。そのときヴォー ゲル教

授は講義を中断 して、 「精神的にはともか くも、近代化に的 を しぼった場合にはこうした

捉え方が正 しい」と口答 1/た。報告者の印象に残ったのはその容の中身ではない。 このよ

うな大数室での講義においてもかならず学生からの質問に答えなければならないというこ

こでのルールに強い印象 を受けたのであった。

ゴー ドン教授の演習 「Fl本現代史の諸問題 J

さて、次にアン ドリュー ドゴー ドン教f受の演習 i日本現 代史の諸問題」の内容 を紹介 とノ

てみよう。

今年44歳のゴー ドン教授は新進気鋭の日本近明代史学 ヤである。 ここの教 員としては珍

しく学部 もハーヴァー ド出身で、助教授 を勤めたのちに南部の私tの 名門校であるデュー

ク大学の教授に転 じた。昨年秋に終身イI職 権 を認められたため 正教授 としてハーヴ ァー ド

に戻 ったのである。 専門は日本の労働運動 とti本型生産システムの進展についてである。

先のヴ ォーゲル教授の講義は下級学年むけの 太教宝での授業のひ とつの検範 ともいうべ き

ものであったが、 ゴー ドン教授の濃習は歴史学科に所属す る L級 学年や大学院すとこに対する

教育のあ りかたについて示唆に富んだものであった。 とりわけ ヨンピューターの利用法は、

ハーヴ ァー ドであるからこそ古r能であるともいえるのだが、たいへん参考になった。

この演習の開講日も 1月 31日であった。午後 2時 か ら 4時 までが指定の時間である。 ゴ
ー ドン教授はアメ リカ人 としては小穂で、いつも笑顔 を絶やさない柔和な先年1である。 こ′

か し学問への情熱はなみなみな らぬものがあ り、それ以後の授 業で出席者たちはた っぷ り

と絞 られ ることになった。

シラパスの 「この演習での約束 Jの 項 日には次のようにある。

この演習はある種の 「立場」をとっている。20世紀の 日本の雅史についてすでに定説 と

なっている仮説か ら出発 して、さらなる検岳Fの 方法やそこにつけ加えるべ きものを探究す

るのである。その仮説 とは、簡単に言えば、多くの屯要な点において1930年代か ら50年代

にいた る今 t性紀半ばの時代が、それ以前のまたi以後の時代 とは きわだった強い結びつきや

や統
一性 を有 しているということである。ある意味で、いくつかの方施iにおいては 「戦後

日本」の状況あるいは意識は 1960年代には じめて始 まった と言 ってよいのである。 もちろ

ん戦争のショックや 1945年の敗北感の深 さを否定 した り、あるいは戦争ボケからの覚駆に

際 しての意識の変化を過小視す ることは愚か しいことである。 しか しそうしたことをしっ

か り認識 した うえで、この渡習でわれわれは経済政策や物質文化あるいはライフスタイル

といったさまざまな領域での実質的な継続性 を見いだす ことになるだろう。それ らはおそ

らく20世紀半ばの数十年間を結合させ 「戦争を持いだ日本」の時代 ともいうことを可能に

するのである。 (ア メリカ史をすでに
′
半んでいる学4二はわが国での同様な事態について思

い描いてみればよい。つまリニューディール政策は 1930年代には じま リカーター時代にほ

ぼ終わ りを迎 えた、とおそらくは言つてよいのである。 )

日本史研究においては 1945年を境 として近代と現代を分けるのが通例 となっている。 さ

きのヴ ォーゲル教授の講義 もその サ場をとっている。 もちろん大 fエデモクラシー期以後を

- 8



一体の ものとしてとらえ、ファシズム期を、電部が暴走 して政治を乗 り越えて しまったむ

しろ例外的な時期 としてあつかう研究が、今までにもなかったわけではない。 とはいえ19

30年代か ら50年代の 「l本の経済政策や生活文化をいわば竿質的なかたまりとして見ようと

するゴー ドン教授の演習が非常に意欲的であることに変わ りはない。実際その授業の進め

方も進取的であった。それはヨンピューター ・ネッ トの活用にあらわれている。

ハーヴァー ドの 工学系の学科の建物であるサイエ ンスセンターの地階には大規模なヨン

ピュー タールームがある。 また図詩鯖 地ヽ 下食堂 ,!▼:生祷な ど ii要な施設には端末が備虎,

られていて、学生 教ヽ職員は学内のどこからでも、また |」宅に コンピュー ターを置いてい

る院生や教員な らばそこか ら自由に情報のや りとりがで きるのである。 この便利なシステ

ムをゴー ドン教授は演習 を進めるにあたって利用 したのであった。すなわち毎週の必読文

献に関する 1質 ほ どの レポー トを、その演習のコー ドナンパーである 「雁史 1852」という

タイ トルのコンピューター 11の掲示板に提出させるように したのである。通常の講義でも

ヴォー ゲル教授の ところでも触れたように、 レポー トは じば しば課される。 し か し/それで

は学生相 T2は他の出席 者の意見を知ることはできない,ゴ ー ドン教授は必読文献の レポー

トをヨンピューターで提 出させることで、出席 している学な二があらか じめ他の人の考えを

知ることができるように したのである。別の人の意見が頭に人 っているため 肖日の討議は

非常にスムーズに進行す るのである。

第 8辺 日の 3月 20 Flは、報告者が出席 した最後の授業たが、その時のテーマは 「中産路

級 と労働者階級の ライフスタイル」であった。必読 文献は色川大吉の 『留1和史 と大宅』第

2章 、スザンナ ,ヴ ォー グルの 「事業主婦 J ウ ノの 「良孝賢 |サは死んだか ?」 、ケ リー

の 「r]本の大都市で住処 を見つけること」、 ドナル ド ・ドアーの 「「1本 の好い市生7岳J、 エ

ズラ はヴ ォーゲルの 「|「1木の新 しい中産階級 J、 ゴー ドンの 「新41活運動 i、 色サ||の『昭

和史 :世 相編 』である。 (毎 日 この くらいの必読 文献が リス トアップされている。 つまり

出席者は毎辺 これだけの分 最の論文を読ん″で し′ポー トにまとめなければな らないのだ !)

出席者 は全部で 11名、学部生が う名で残 りは比仕と大学院聴講生である。報告者ともう ヽ

人京都大学法学部の1ナ藤之雅教授がオブザーバーとして同席 していた。テーマが部業 主婦

や受験戦争、それに都市部の住宅難についてであったため、特に女性の発言がめだ った。
米17

デ イスカッシ ョンはゴー ドン教授か ら[J本の教育制ナ空を中心 としておこなうという指示

があったのでとりわけ受験戦争について次のような意 見が提 !|キされていた。

教育制度に関す るべつの疑問

8年 間を韓 FThl版「受験戦争」でもまれて きた立場から、ヴォーゲルが研究であつかって

いた日本 人家庭について感想 を述べます。教 育とと1本 の母親の役告けについていくつかの疑

間があるのです。

1、 韓国の受験体待いは明 らかに長い間植民地支配をした 日本をモデルとしたものであると

いうこと (台湾の場合も同 じです )。 このことが意味するのは、高度に競争的なシステム

は戦争前からすでに しっか り確 立していて、連合「F最 高市l令部による改 革によってもほ と

んど変わらなかった ということです。 しか しドアーの研究を読んでみると、本本的な再組

織化がなされて、 古いタイプの詰め込み型 またはパ ック型の制度は (】HQの 指導によって

放逐されたとあ ります。 また、ヴォーゲルの研究では ()iF Qの指導に言及 していません。

このことは古いシステムが結局は勝 っていた ということを意味するので しょうか ?

2、 ヴ ォー ケ
「
ルの教育論では活発で世話好きの母親の批判的な役やけが 十分に強調 されてい

ません。 というのも母親の子供へのおせ っか lr Hは事実 L彼 女の フルタイムの仕事になって

しまっているのです。 日本の教 育システン、が (少 な くとも195()年代か ら60年代には )ゆ っ

くりと補助的役割を果たす ように作 り Lげ られ、それが女性 を家庭に しば りつけることを

固定化するのだとしたら、それはたいそう皮肉なこととはいえないで しょうか ?

(韓日系アメリカ人大学院′卜・女性 )

日本のパワーエ リー トによって維持 されているお化けのような教育統制システムは占領

期をまたいで存続 しているように思われ る。受験 システムと実生活 ■の成功が機能に押iび
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つ いて いるので、民 キLiと義的改 革が本 ちに徹撃 を |テえたのか ど うか疑ド母に思われ る。客観

的 '多 i面的 ‐選抜的試験 の要求に合致 した小 中学校 のカ リキュ ラムが、試験 と社会的成功

の連な りの次 な る目的 を設定 している。 日本 の社会 において もっとも尊敬 され る仕 事は再

末端 に ある。 この システムの論理 はその最 末端 に よ って統制 され て いることは まった く明

らかだ。 ここ数週間の間、私た ちは、 占領 に よる改 革は先合には妨十 は されなか つた もの

の、戦 前のエ リー トあ るいはそ うしたエ リー トのょ:岳勢 力が政府 の主要機 1瑚や、 ヴ ォー ダル

によって報告 された戦後の受験 システムの ゴーれた る大企 業を、依然 と し/て 支配 下に置い

ているの を見て きた。 大学入試 シ ステムが甘 僚機 構や トップ企 業が個 人に要求す る レベル

か ら景夕響 を受け るのは ど1然 で はあるが、私 は 日本のエ リー トが 、彼 らの特稚的地 位 を用 い

ることで、彼 ら出身の優位性――た とえば特 定 人手の 年業生で あること――によつて、教

育シ ステム を統待けし、 あやつ っている 事実 に疑 いをもって いる。私た ちは この状況 を別の

表現で示す ことがで きよ う。 すなわ ちいわゆ る 「束 人 ヽ官 界 ・財 界」複合体が !1本におけ

る経済 政策 プ ランを支配 して いるとい うことである。 秘、は戦後 の教 育システムのいかな る

細部 まで もが iH確に戦前の システムの反映だ と言 うつ も りはな い。 とは いえ高年教 育は現

在なお も権力への ]t道なので あ り、そ して それ は今で も、とくL的 発展 を離1伴す る厳 しく選

別 され たパ ワーエ リー トに よって実質 Lの 統制 卜におかれ てい るので あ る。結局私 は陳腐

な くりご とを述べ ただけなのだ ろ うか ?

(ア メリカ 人大学院 11‐ 男性 )

討論 は これ らの意 見 を出発点 と して、 日本人の ||1席者か らの コメン トな とも参考 に しつ

つ、 もっとも説得 力のあ る意 見 を発表 した将が最 高の評価 を得 られ るわけで あ る。東実 と

は与 え られた情 報 を多 くの格が検討す ることによって残 され る何 ものかで ある、 とい う考

えが根 底にはある。

こう した雁史の教育 方法 には長所 と矩所が ある。 まず 長所 と して、こ)英f告文献 を読むだ

けで演 習に参加で きる、 とい うことがあげ られ る。通 常外田史の決辞に出席す るためには、

その FElの言語 を由由に読 み こなすだけの語学 力が必 要 とされ る。 し か しそこまでの 水準 に

達す るには長期 にわた る トレーニ ングに耐 文なければな らない。ゼ ネ ラルな教養 を身につ

け るこ とを目的 と してい る学 部課程 と して参 加 格が限 られ るの Fま留 ま しくな いとい うこと

か ら、 英語文献 しか丹lい られ な いのであ る。 また、 0あ るテー マにつ いての知識 宝が非常

に豊富 にな る、 とい うこ ともある。 ア メリカの 大学 の勉学のあ りかた と して、文献 を大量

に読む、 とい うことが あ ることは前に も触れ た。 この ことは歴史教育にお いて も同様で あ

って、 1920年代 か ら6041 i代の 1予本がテーマの演習 であ るな ら、 その ことにつ いて出席宅 は

相 当な角l識が得 られ ることを期待 して よいこ とにな る。 0討 論 の技術が向 上す る。 アメ リ

カの大 学 におけ る討論の 重要性 ほ 日本 とは比 較 にな らな いほ どで あ って、それは歴 史の授

業であ って も同様で ある。 ゴー ドン教授の決習では、出席を は、必読 文献 を読む→ F母題点

と意 見 を レポー トに まとめ る一討論で 自己の riしさを i焼 す る、 とい う手順 を踏 む ことに

な るが、最後の討論 が もっとも重要視 され て いる。 そのため相 手の意 見の 欠点 をす ばや く

兄抜 き、 自己の主張のfHし さを説得的に表現す る能 力が身につ くので ある。

もち ろん こ うした方法 には短所 もあ る。 これ も 3つ あげ よ う。短所0は 長所 0の ち ょう

ど反面 である。 つ ま りあ る国の語学 をまった く知|らない ままその国の文化や歴 史 を学ぶ こ

とには誤解の危険性 があ るとい うことであ る。必読文献 と して いかに定評のある論 文のみ

をあげ て いる と して も、英訳 されていない もの こそが真に重要で あるキr能性 は 十分 にある。

また、 ヽ次資料 を駆 使 しなが ら歴史の ある側 臨iな輝 かび 卜iがらせ る、 とい う (報 告 者が考

えると ころの )な 米の歴 史研究 とい うものは まった くな されな いので あ る。 0と しては、

非常 に大 まかな知識 によ って、 lFhl別的 で小 さな学例 さえも無批 判に媒介 され″て しま うとい

うことで ある。 この表現 は微妙なので実例 をあげ よ う。 ア メ リカ人 は天 空制 を H本 人が感

じてい る以 上に重要な もの と して評価 してい る。 それは |1本に おいて 1945年までな され て

いたいわゆ る宝と民教 育の イメージが今なお修 iltされ ていな いせ いで ある。 『ワシン トン
A

ポス ト』や 『ニ ュー ズ ヽウ ィー ク』を英語で読 む 日本人は山ほ どい るで あろ うが、 「1本の

新聞や週 門誌 を日本語で読 む ア メ リカ人はほ とん どいな い。英語で 浮かれ た、定 言`rの ある、

しか も何 十年 も前に出版 された なの内容が い まで も有効で あるよ うに思われて しま うのだ。
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また、最近 日本で 出版 された歴史 書で も)、色川大 i告の 『昭和史 と天 皇』 (英 語題名 は
"The

A g c  O f  H i r o h i t ( )ルで ぁる )の よ うに天 皇の役午けを過大視 した ものが と りあげ られ が ちであ

る。 (地 味な実証的研究 は英訳 されない。 )か く して何 で もか んで も根 本的原因は天 宝に

あるとい うことにな るのだ。 1960年代以降 の労使協調 ,Ll本 型 生産 システムの発達 につい

て さえ も。 (も ちろん ゴー ドン教授が この よ うにf与えてお られ るとい うことで はな い。 IJ

本 をよ くは知 らな い学生の陥 りが ちなステ レオ タイプを述べた だけであ る。 )② 討論が L

手で あ って も思索が深 い とい うわけではな い、 とい うこと。 ア メ リカ的勉強法で は、た し

かに きちん と した レポー トを善 く方法や 、効果的 に相 手を説得す るための討論の技術 は身

につ くにちが いな い。 しか し思考のパ ター ン化 とで もい うものはそ う した技術の向 にとう

らは らに進行す るので あ る。他回の歴史 を学ぶ場合で も、その 田の独 自な部分 (ひ ょっと

す ると非常 に重要 か も しれ な い微妙なニ ュア ンス )は ば っさ りと切 り捨 て られ 、ア メリカ

といかほ ど近 いか、 あ るいは連 いかだけが評 価の基 準にな って しまうのであ る。

おお よそ この よ うな長所 と短所 をア メ リカ埋Jの狂史教 育に感 じたので あった。

カ リフォルニア大学 サ ンタバーバ ラ校 の印象

ここ までず いか ん多 くの紙幅 を割 いてハー ヴァー ド大学 にお け る日本学 につ いて報 t告し

て きたが、 この節では 、西海岸の中堅 公立 大学で あ るカ リフォルニア大学サ ンタバ ーパ ラ

校 (以 下 UCSB )で の 日本学 の現状 につ いて述べた い。

カ リフォルニア州 は
/rX米で もっとも公教 育の システムが整 って いる地域だ といわれ る。

高校 の成績が上位 25%以 内で あれば 博 |:授与 太学 と して認め ら才Lて いるカ リフォルニア 人

学の いずれかの キャ ンパ スに進学す ることが 由r能で、 またそれ 以 ドの成績な らば総 合大学

であるカ リフォルニア州 立大学 に進 むか、 または公 十ケ短大 に大学す ることがで きるか らで

ある。

報告 者が西海岸 の この大学 を選 んだのには 多分に偶然 の要素 がか らんで いる。 ハーヴ ァ
ー ドは 全米届指の名 門大学で あ り、現在 日本 で活解 され て いる同大学 出身の アメ リカ人 ll

本学者 と1日知で あ った こ とか ら願書 を送 った ので あったが、 tlCぷBにつ いてはた また ま大学

院時代 の友人が留学 して いるとい うのがただ 一つの理 由で あ った。 ハー ブ ァー ドとの比較

とい うことで あるな ら、 カ リフォルニ ア大学 ロサ ンゼルス校 (【iCL A )を 選 ぶべ きで あ った

か も しれ ない。 UCi′Arま、南カ リフォルニアの 有力校 であ り、 そ この 日本学科 には 『徳川 イ

デオロ ギー 』 とい う才j名 な著書 があるオー 2、ス教授 が在職 され ている。 し か し残念 なが ら

報告者には面識がなか った。 そ こで UCSBの友 人に問 い合わせた ところ、同校 は カ リフォル

ニア大学の中では、 パー クレー校 ・I「rサ ンゼ ル ス校 サヽ ンデ ィエ ゴ校 に次 ぐくらいの レヴ

ェルの キャンパ スで、 と]本 関係分野の教 員も数 多 く在職 され て いるとの ことであ った。 そ

こで 見学 を希望 したわけで ある。前 に も参照 した 『アメ リカのベ ス トカ レッジ』に よれば

4段 階 あ るグ レー ドの うち第 2グ レー ドに属 して いて、研究大 学 とはいえない ものの大学

院大学 と して専攻 分野の 多 くに博士課程 が あ る。

2月 21日か ら29日 までの滞在期聞に主 にお 世話 とィて くだ さったのは、ルー ク ヽロパ 十ツ

助教 f受で あった。 プ リンス トン大学の歴史学 の縛 ■で ,午 ほ ど前に助教授 に採用 されて西

部に移 って きたのだ とい う。 ちなみ にハー ヴ ァー ドのハーデカー教頼 のプ リンス トンでの

弟子で もある。 十佐藩政 史が 専門で、東大や 高角1大に留学 して 11本語の論文 も数 多 く発表

され て いる。

ロバ ー ツ助教授 の案内で海岸に面 した広 い敷地 を せ,つ キャンパ スを見学 してハー ヴ ァー

ドとの違 いを痛感 した。 とにか く学生の数が 多い。 ロパー ト助 教授 に よれば、高校 での成

績が一定以上であれば 自動的 に大学 を認め ることにな っている うえに公 む短大か らの編 入

も大規模 であるので、全学生数 を把援す るこ とはで きない との ことで あった。 もち ろんハ

ーヴ ァー ドの よ うな金輩制 ではな いので 、学 生た ちは付近 にアパー トを倍 り、 そ こか らス

ケー トボー ドや ロー ラー スケー トを使 って帝校す るのであ る。 また学費が年間 1万 ドルで

ハーヴ ァー ドの約 4分 の 1と い うのは、寮 費の分が含 まれ ていない ことを考慮 して もかな

り安 い。学 生た ちが フレン ドリーであ るのはハーヴ ァー ドとlBD様で あるが、やは り庶民的

-  1 1



な雰囲気があるのはカ リフォルエアにあるか らばか りではないだろう。 またハーヴァー ド

と比較 して大学院生の比率が低いため若 々しい活気がみなぎっている。

もっとも、学生数が多いとはいっても、過行 というわけではない。学生会館や教生棟 ・

研究棟、 さらに図書館を案内 していただいたが、学生の数に 見合ったスペー スが用意 され

てお り、教育環境は良″Fで ある。 とくに図 書館は |]本の トップ クラスの 大学よ りも大規模

で、もちろんハーヴァー ドとは比ぶべ くもないにせよ、十分に充突 していた。学′【をたちが

必読文献に追いまくられていることも同 じで、学生の熱心 さについても大きなたは感 じら

れない。

さて、じCSBにおける日本関係科日であるが、ハーヴァー ドと同 じく大部分は束アジア言

語文化学科で開講 されている。24コマが用意 されていて、同学科の 6人 の教員 と歴史学科

のロバーツ助教授が担 路している。教員の学歴は博士号を得た 大学でいえばハーヴァー ド

が 3人 で もっとも多 く、あとはヨロンビア ・プ リンス トン 'パ リが各 1人 づつとなってい

る。また講義の内容 も要項 を見る限 りではハーヴァー ドとほぼ同 じものが対意 されてお り

報告者が出席 したロパーツ助教F受の 「日本近代史」 (歴史学科設置 )の 講義の水準にも遜

色はなかった。

このように してみると、 単に教育のみで比較するな らば、カ リフォルニア大学は明 らか

に<買 い得 >米18な 大学 ということになる。なぜなら学費はハーヴァー ドの 4分 の 1で あ

りなが ら優秀な教員と | 分ヽ な設備 とが 与えられているからである。アメリカの学部課穂は

高校の延長のようなもので、現実の職菜選択 に結びつ くのは大学焼教育である。カ リフォ

ルニア大学で立派な成績 をあげれば西部の名出校であるスタンフォー ド、また束部にある

ハーヴ ァー ド ‐イェール ・プ リンス トンな どアイピー リーグの 大学院に進学することもけ

っして不可能ではない。カ リフォル ニアのご く普通の家庭に合った学化たちの うちの優秀

な層は実際にそうすべ く努力 しているのである。

ところで報告者はUCSBを訪間中に日本の大学運営について考 えるにあたっても参考にな

る教員人事の 手続 きの 本部に立ち会 うことが できた。 ア メリカでは採用人事はすべて公募

によって行われ るのであるが,そ の最終段階で候補者たちは公開授業 (プ レゼ ンテーショ

ン )を す ることになっている。報告者が :1革席 したのは南アメリカ史の助教授選考のための

公開f受業であった。ロパーツ助教授の話では、約
′
70名の応募者の うち非常に優秀と認めら

れた 10名をさらに分野 ・年輪等でチ、るいにかけ、ようや く 5名 にまで絞 られたので、彼ら

を毎週 1人 づつ呼んで講義をしていただ くのだという。やや大 きめのゼ ミ生で待っていた

人々は約30名、人 事の ことi体である歴史学科および ラテンアメリカ ・イベ リア学科の教貝 と

南アメ リカ史専攻の大学院生が半々くらいである。最初に学科 工作 (チ ェア )が 挨拶 をし、

髭をはや した30代前半と,こえる痩身の候補者の紹介をする。先生はヵナダのブ リテ ィッシ

ュ 'コ ロンビア大学でプラジルの軍専史を研究されて博 士号を授与 され……。それがすむ

と、さっそく 1時 FH7の講義がは じまる。報告転はもちろん出席することはで きなか ったが、

授業の終 了後に残 った教員 ・大学院生はその講義の印象について話 し合って覚 え書 きにま

とめたはずである。そ して 5名 の候補者の公開授業がすべてすむと教員だけの会議で誰を

採用す るのかを決定するのである。 このように講義の質もが評価の対象であるのだから、

アメリカには授業の 下手な教授はいない。

こうしたことがカ リフォルニア大学サンタバーバ ラ校で印象に残 ったのであった。

に

いよいよこの報告書 をまとめ る ときが きた。 この 2ヶ 月十の海外研修 において報 告者が

自らに 与えたテーマは 「アメ リカ合衆国におけ る題本 文化伊r究の現状 」とい うもの であっ

た。 この テーマにかん してはハ ーヴ ァー ド大 学 ではかな りな と ころまで把握 す るこ とがで

きた と満 足 して いるが、カ リフォルニア大学 につ いてはい くつ かの話義 に出席 した か ぎ り

で、おおむね研究 の方向ほ「1じ で ある とい う印象 を もった に と どまる。 サ ンタバーパ ラ校

の 日本 分野 専攻者 にはハ ー ヴ ァー ド出身者が 多 く、教員の もつ雰脚気は、若ている ものが

ジー ン ズに シャツ といった ラフな格好に もか かわ らず、束部の大学 と共通 しているよ うに

わお
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・十

感ぜ られた。違 うのはキャ ンパ ス と学生た ちである。 とはいえその学■た ちにつ いて も、

ハーヴ ァー ドとサ ンタバーバ ラ校では出身階層や学力水準 にはたが あるので あろうが、熱

心 さにつ いては違 いがな いのには印象づけ られた。 こう した こ とが ア メ リカの大学 の美点

であ ろ う。

アメ リカの高校生 は誰 で も自分に 見合 った大学 を選択 し、 しか も大学 してか らも学 力を

向土 させ るべ く努 力 して いる。 そ して また同 じよ うに教授 た ち も勉強 を続 け るので あ る。

米1州 都 ボス トンか らチャールズ川 を挟 んだ だけのす ぐ隣の 市で ある。 ハー ヴ ァー ド大学 を

創 った人 々の多 くが イギ リスの ケン ブリッジ大学の 存業とであ ったため その名がつ け られ

た。な お、 ボス トンはアメ リカ独 立戦 争の舞 台 とな った ところで、 アメ リカ人の心 の故郷

であ る。 日本でほぼ同 じ歴史的位置 を占めて いる京都 市と姉妹 都 市の提携 を結 んで いる。

また ケンプ リッジな どの周辺都 市 を合んだ !大ボ ス トンは学都 と して も知 られ、ハー ヴ ァー

ド大学 トマサチ ューセ ッツエ科大学 ‐タフツ大学 ヽボス トン大 学な ど全 部で 57の大 学 矩ヽ

大が あ る とい う。
*2 H a V a r d  U n i v e r s i t yの

名 は、創設期 の資 金援助 孝で あった ジ ョン ‐ハーヴ アー ドの名前

に ちな んでいる。彼 もまた ケンプ リッジ大学 の出身者であ った。
米3,dw i n  O , R e i s G h a u c r  i n s t i t u t c  o f  J a p a n c s (ュSt u d i e sは、 197 3年に 日本政府の援助 の も

と日本 研究所 (()a p a n  i n s t i t u t c )として設 立 され た。 1985年に初 代所 長で 日本研 究の功労

者であ った技 ライシャワー教授 の名前 を記念 して現在の名称 に改め られ た。
米4 vi s i t i t t  S c h o , a rとはハーヴ ァー ド大学 の各部局が研究 の活性化のために他 大学か ら解|

く学者 の ことであ る。 子 |キ 給ヽ 与 な どは支給 され な いとはいえ、ハー ヴ ァー ドの教 員待避

であるため大学の施設 を全面的 に使用す る こ とがで きる。採用 にあた っては 当該 部馬 の審

査 と学 部長 ・研究 科 長の決裁 が必 要で あ る。 米田の 大学 に は 7年 に 1度 の fl給研 究休暇

(サ バ テ ィカル )の 制度 が ある。 そ こて それ な利用 して大規模 流ヽ 大学 に客員研究 員 と し

て所属 し、 そ こで教授や大学院生 との交流 を深めなが ら自分の著詳 をまとめ る先生 が 多い。
来ら米国の大学人試 は受験 生か ら郵送 され る願書だけで判断 され る。願書 には、高校の内 申

書、基 本的な学力 を見る全米規模の大学進学適性試験 (SAり の成績、 さらに 「大学で学び

た いこ と」といったテー マのエ ッセー (作 文 )、 雑 薦状 な どが令 まれ る。大学側 は各 高校

の水準 について
ム
定の情 報 をもってお り、それ を もとに内 中書 を評価す るのであ る。 米同

の受験 戦争につ いては 『朝 Ll新聞 』の 1996年 5月 24[ 1付け 夕刊 の 一脱iト ップの 「ア メリカ

版受験 戦 争」とい う記事が最新の実態 を伝 えて しヽ る。 報告者が 実際 に見聞 した こともこの

記事 とおおむね
―致 して い る。以下抜粋 して引用 した い。 (一 部 表記 を変更す る 〉

「人 りやす く、出に くい」とい う米田 の大学の イメー ジが大 きく変 わ りつつ ある。

ひ と提 りのエ リー ト校 をめ ざす高校生の数 は年を追 って増 え、競 争率は急 Ⅲl昇。 いま

で は、浪人 して難関 の志 望校 に再挑 戦す る生従 も珍 しくな い。 ライバ ルにた をつけ る

受験 テ クニ ックを授 け るコンサル タン ト業 t,空前 の盛況で、 トップグループの住徒や

その親た ちの Ftrgでは、 日本 も顔負けの し烈 な受験 戦争が漢 じられ て いる。
「毎 日の授業以外 の勉強時間は 6時 間 か ら 8時 間か しら。

｀
F均 の睡眠時間は 4時 間

くらいで した 」

全米はいま高校の卒 業シー ズン。 マサ チ ューセ ッツ州の私立高校 か らこの秋 、ハー

ヴ ァー ド大 に進 む予定のエ シャー トと― ラー さんは、猛勉強ぶ りをそ う振 り返 る。

超難問校ばか り12校に出願 し、早 い時期 に合格通知が きたハ ーヴ ァー ドに決 めた。

両親 もハー ヴ ァー ドの卒業生だ。り6人 の 問学 年の うち、ハ ーヴ ァー ドに出願 した生徒

は 21人。 エ シャー さん ら 4人 が合格 した。志 望校 に失 敗 した同 じ学 年の 2人 は、社会

奉仕活動 に携 わ りなが ら来 年の再受験 を待つ とい う。

ニ ュー ヨー ク州の 公 立高か ら イェー ル大 に 進むケイス ヽバーマ ンな も、 「ハ ーヴァ
ー ド、イェー ル、 プ リンス トンの 身校以外への進ヤ は考 え られ なか った。 l「Ll親か ら
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『で きるだけ いい大学に』 とは っぱ をか け られ続 けた。 合格通 知が来た ときは、ほ っ

と した 」。

エ リー ト校 の人気 はかつて も高 か った。 それで も、生徒 の個性 と適性 に合わせた大

学選びが尊重 され 、大学 名よ り教 育内容 や環境が評価 され て きた。 それが米国の高校

生 に 「ゆ と り」を与えて きた、 といわれ る。 ところが、成績優 秀者 た ちはいま、 ご く
一
部の狭 きF町にひ しめ き始 めている。

イェール大の リチャー ド ・シ ョー入試 fil肖部 長は 「いい大学へ の進学が必ず しも成

功 を意味 しな いが、各界で活躍す る人 に こう した大学 の出身者 が 多いの も事実 」と
“

効用
"を
説 く。 (中 略 )

受験戦 争激化 の背 景には、 1980年代 の 景気停滞 と、 その後 も続 いた企業 の ダ ウンサ

イ ジング (合 理化 )が 常態化 し、 中間管理職 の クビ切 りが頻発 して いる点が あ る、 と

の 見方 もあ る。学生や親が、 よ り高 く、安定 した職 を求め る結果、エ リー ト校 志向が

強 まっている、 とい うのだ。 有名大学院 への進学に、エ リー ト校 の卒業が有利 にはた

ら くことも、受験熱 をあお ってい るよ うだ。 (以 ド略 )
米6と ぃ ぅことはハーヴ ァー ドの学生で も 1祥け弱 はi高校で [11立1告けに 'い なか った 」とい う

ことで あ る。 もちろん高校間格差はあ るのだ か ら名 P:;高校 出身 のば あい トップでな くて も

ハーヴ ァー ドに合格す る ことはあ りえる。 しか し事態 はそ う単 純ではな い。 米田の大学 に

はア フ リカ系ア メ リカ人 (黒 人 )を は じめ とす る少数民族への 優連措置 (ア フ ァー マテ ィ

ブ ・ア クシ ョン )が あるか らで ある。 この措 置 は全人 t]に対 してその民族が 占め る比 率 ま

では合 格 を認 め よ うとす る制度で ある。残念 なが ら少数民族の 平均的教 育水準 はハ ー ヴァ
ー ドで 多数派 とな ってい るWASP (ア ングロサ クソン系 プ ロテス タン ト)よ りも低 いのが普

通であ る。 また、ハ ー ヴ ァー ドには卒業 生 と 1に教授 の子 弟優遇 措 置 もあ る。 これ ら優遇持

置で入学す る学生の割合 は約 40%で あ るため、 いわゆ るオー れAマ ン (食 優 )は 6割 で ある。

つ ま りこと偏差値的学 力に関す るか ぎ り日本 の
一流名門大学 よ りもはるかにば らつ きが大

きいので ある。
米7と ぃ ぅことはハー ヴ ァー ドに受か って も 4分 の 1の 生徒は他大学 に 「流れ る」 というこ

とであ る。 この ことは米 国の大学では合格の条件 は 一人一 人違 うか ら起 こることで ある。

ハーヴ ァー ドの教養学 部の 1年 間の学 費 ・寮 費 (令 寮制 なので )は 約 4万 ドルであ る。米

国の
‐般家庭 の年収 よ り高 いのだか ら、金額 を負担 で きる家庭 は多 くな い。 ご く普通の学

生は奨 学金 を大学 か ら援 助 して (つ ま りは学 費免除 して )も らって大学す るのであ る。 し

たが ってハーヴ ァー ドは奨学金な しで、 プ リンス トンは学費の 50%分 の奨学 会であ った場

合には、 プ リンス トンに 入学 を決 め ること t,あ りうるのであ る。
米8こ の表現 は11:確で はな い。 とい うの も、教養学 部 とは教員の組織 を意味 して いて、男 F

の学部学生はハー ヴ ァー ド ヽカ レップ、女 十は ラ ドク リフ ・カ レッジの学 4こと呼ばれ るか

らで あ る。 17世紀 の 半ば に創設 されたハー ヴ ァー ド大学 とは、 そ もそ もは男子のみ のハー

ヴァー ド ・カ レッジであ って、の ちにそこの教員が 女子大であ る ラ ドク リフ カ レ ッジで

教 える よ うにな って両カ レッジは共通の教 員によって教 育 され る 2つ の大学 とい うことに

な った。大学院が整備 され てハー ヴ ァー ド ヽユ ニパ ー シテ ィとな った ときに、両校 はその

学部課程 を意味す るようにな ったので ある。 もちろん今 日ではハー ヴァー ド ,ラ ドク リフ

の両カ レッジの カ リキュ ラムは先撃に同 一で 、学生寮 も同 じ建物 を使対 している。 し たが

って雅 十皇太 子妃はハー ヴ ァー ド大学 ラ ドク リフ ヽカ レッジの 出身 とい うことにな る。 な

ん ともやや こ しい。以下本報 告では問カ レ ッジの学生 を学部学 生または教 養学部生 と呼ぶ

ことにす る。
米9こ の表現 も正確ではな い。 博 士課程 (Ph D  Cて)ur s c ) s )の院 4iは基本的に学者志 望者で あ

るが 、修 士課程 (Mas t c r  c O u r A s c s )のば あいはそ うではな い。修 十課構の院生は専門大学

院ほ どで はないにせ よ何 らかの キャ リア ,ア ップ を期待 して 入学す るのである。た とえば

日本で の滞在羅が あ る女性が大学卒業後 しば らく商社で0しを しなが ら日本語にみが きをか

け、ハー ヴ ァー ドの 日本学 専攻 で修七 号を得 たば あいには、復婦後 11本部門の管理職 に技

擢 され る可能性が高 い。
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米10『 ロ ソフスキー教授の大子の未来ヘ ハ ーヴァー ド流大学人マニュアル』 (1992年12

月 t TBSプリタニカ )128百 。
米11『 US.ニ ュー ズアン ドワール ドレポー ト』1996年3月 18門号の特集 「アメリカのベス

ト大学院 」を見てみよう。法律大学院で第 1位 は イェールで初任給82000ドル、第 2位 はハ
ーヴァー ドで72000ドル、第 3位 はスタンフォー ドで71000ドルである。 また経営管理大学

院では第 1位 がスタンフオー ドで73寡00ドル、第 2位 はMITご 75000ドれ、第 3位 はベ ンシル

バニア大学で75000ドルで ある。為替ル′― 卜ほともか くも 1ド ′,200ド!くらいが現地での感

覚である。 もちろんいずれの専門大学陀 も大学ほ非常に困難である。
・12日 本の大学の研究助手にあたる。 ライシャワーにJ本学研究所では毎年 4人 の新博tを

28000ドルで採用 している。 この 1年 の任期の うちに就職 |!子を投すわけである。
来13ハ ーヴァー ド大学は 2学 期 (セ メスター )制 をとっていて、 9月 か ら翌年 1月 L旬 ま

でが秋学期卜 1月 下旬か ら 6月 上旬までが春学期である。 さらに 6月 卜4りか ら8月 中旬ま

でサマースクール と呼ばれ る公開講表がある。
*14総 合大学院大学 ともいうべ きもの。米国の大学はおおむね次の ように分類され る。

I 研 究大学 研 究に高度の優先権がある大学で、年牛う0名以 11に博 t号 を授 与している。

II 博 士授 与大学 博 ■課程 までもち、毎年20名以上に博士 号を授 字している。

亜 総 合大学 修 十課程 までもっていて、学生モ総数が 1500名以 liの大学。

Ⅳ 教 養大学 基 本的に学士課程のみで、学生絡数が 1500名未満の大学。

V 短 期 大学  2年 制の地域短大 (コ ミュ_ニテ ィ ・カレッジ )な どが属 と/ていて準学 十号

まで授 与している。

カーネギー分類ではそれぞれのカテゴ リーがさらに 2つ に分けられているがここでは以

上の 5分 XTtを頭に入れておいていただければ充分であろう。
*15高 齢であることを唯 ムの理由として強制的に退職を迫 る 「定年制 Jは いわれな き岩別

であるとして最近撤廃 された。 もちろん時が米れば講義も演習 もできな くなることは日に

見えているのであるから、年齢相応に賃金はカッ トされて、実質的には年金生活 と同にな

るようになっている。
米16こ のように授業の大 きな部分を若 子の教員助 子が担 当す ることについてはとうの助手

側からの批判がある。ハーヴァー ドの教養 大学院の場合、院生の大部分は他大学の学部の

卒業生である。 とりわけカテゴ 1)―Ⅳ教養大学の出身者のパーセンテージが高い。教養大

学 とは全米各地にあるその土地の中流階級出身の r弟 を教育す るための合寮制の私 立大学

のことである。 そこでは高い水準の教養教育がほ どこされているが、学イとの教育をす るの

は正教授たちなのである。教養大学の教授たちは確かに知名度 こそハーヴァー ドのスター

教授には及ばないが、名 F町大学院出身であることが多く、 14然学者 としての力 麦は駆け出

しの博士候補生 とは比較にならない。学部生に 4万 ドル という破格の学費 を支払わせてお

きなが ら実際に教育するのは大学院 2Lというのはおか しいのではないか、 と教養大学出身

の博士候補生はハーヴァー ドの教育方針 を批判 した。

この点については、大学側の反論 もある。ロソフスキー教授は著キの中で次のように述

べている。

(研究大学に対す る )非 難 をllにす るたびに、 4t2、が思 い出すのは、ハーヴァー ドの

大学院生時代に教員助手を務めていた時のことだ。他に仲 FEHが3人 いた。その名前は

ヘ ンリー ヽキッシンジャーと、ズビグニュ_一 ・プレジン″スキーと、ジェームズ ヽシュ

レジンジャーだった。た とえ1950年代の初めて、彼 らが大学院生であ り、 うち 2人 に

はひ どい討とりがあった としても、彼 らの指導ぶ りは、少な くとも適 切だった し、カレ

ッジ (教養大学 )の 立派な先生に劣るということはなかった。それ ど、ころか、焼生を

教員の助手として使 うのはいいことだ と 私 は思 っている一―ひどい訂とりのある英語

を聞いた り、中国語会話の腕を磨いた りするチャンスがあるというだけでなく。 (前

掲書 119-120貫)
*17 ァ メ リカでの歴史の演習は原資料 を精読することで事実をよ りだす、 といった 手続

きでな されるわけではない。ある歴史的事象にかん して定評のある論文 をあらか じめ読ん
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で きて、 それ をめ ぐって討論 をお こな うので あ る。 もとよ り英 語 に訳 されてい ると1本語の

論文が、 もっともよ くその専象 の真実 をつかスフで いるか、 また 、英語で 吾かれたり「究論 文

がその テーマの最高水準 で あるか どうかは学 生た ちが判断で きることで はな い。 よい必読

文献 を教授が選択 してい る と信 じる しかな い。 とい うわけで あ らか じめ与 えられ て いる必

読文献 が ピン トはずれで ある場 合や、特定の地域 や時代に しか あては ま らな いことをあた

か も普通的で あるかの よ うにきいてある場 合 は、 11席者 の発 声も妙な具 合にな るので ある。
来18こ の ような表現 の しかた は教 育機 関に対 してふ さわ しくな い、 とい うなえられ るか も

しれな い。 しか しアメ リカの高校 4二はほ とん どすべ て こう した観点 か ら大学 を選択 してい

る。 も ちろん どの よ うな事柄 を基準に <買 い得 >か どうか を判断す るかは千差力i別である。

だか らた とえ与えられ る教 育の水準 その もの に差がな い と して もハ ー ヴ ァー ドに 4倍 の学

費 を払 いた い と考 えてい る人 も多 くい るので ある。

16


